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「工場・事業場型」における『先進設備・システム』公開用概要書
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製品・システムの概要

先進性についての説明

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 700,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

35,000,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

50.0設備・システム当たりの想定省エネ率

https://www.nachi-fujikoshi.co.jp/index.htm

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

株式会社不二越

真空脱脂洗浄装置

東京都港区東新橋1-9-2汐留住友ビル17F

金属熱処理工程や機械加工工程における金属部品の脱脂洗浄

クリーンマスターAir　NVD-10HP

エネルギー負荷設備(本体設備)

https://www.nachi-fujikoshi.co.jp/thermo/degreasing/air_a.htm

　本設備は主に自動車、電機、産業機械の金属部品の熱処理や機械加工において、処理品に付着した切削加工油・プレス油・熱
処理油等を炭化水素系洗浄剤（第四類第３石油類）を用いて脱脂洗浄し、次に装置内を真空排気（減圧）することで洗浄液を蒸
発させるバッチ型真空脱脂洗浄装置です。洗浄液は装置内で蒸留再生可能であり、消費量を抑えています。

　本設備は従来の真空脱脂洗浄装置の使用エネルギーを大幅に削減しました。最大の特徴として空気熱回収型循環加温式ヒート
ポンプを設置して熱源として使用していることが挙げられます。

　洗浄品質を確保しつつ、洗浄液の温度を従来(110℃)よりも低く(同80℃)制御することで、洗浄１チャージあたりの消費電力
量を従来比50%以上削減しました。
　また、従来使用していた洗浄液の加熱媒体を熱媒体油から水（温水）に変更し、熱媒体油を不要としました。
　各タンクの容積を見直すことにより洗浄油、窒素ガス、冷却水の使用量も削減しました。
　
　洗浄は従来と同様にできます。操作性やメンテナンス性などは設備更新後も支障ありません。
　また、操業形態に合せて選択可能な運転モードを装備しました。
「標準モード」各バッヂの洗浄インターバルが約10分以内の操業形態に対応
　　　　　　　ヒートポンプの運転を主体に温水ヒータを併用することで必要な熱量の変動に対応します。
「省エネモード」各バッチの洗浄インターバルが約30分以上の操業形態に対応

導入可能な主な業種・分野

連絡先

東日本支社 Tel:03-5568-5291
東海支店　 Tel:053-454-4160
中日本支社 Tel:052-769-6823
西日本支社 Tel:06-7178-5107

導入対象となる分野・プロセス

12.9

3.7

　金属部品の真空脱脂洗浄は従来110℃程度の洗浄液で行っていました。
　本設備は真空排気を見直し、洗浄室の内圧を下げ、洗浄液の温度を80℃に下げても従来と同じ時間で処理品を洗浄、乾燥する
ことが可能になりました。
　また、洗浄後のワーク乾燥良否を判断するプログラムをもちます。（関連特許出願中）
　洗浄液の温度を下げたことで洗浄液の加熱を従来の電気ヒータからヒートポンプにでき、洗浄１チャージあたり従来比△50％
以上の省エネ※を実現しました。

※従来に比べて「標準モード」では50%、「省エネモード」では68％の削減。
（比較条件：室温25℃以上、同一ワーク積載荷重900kg、洗浄工程30分）

E.製造業



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野
熱処理加工・
自動車・産機

対象設備・プロセス 金属熱処理工程における部品の脱脂洗浄


